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Pseudomonas syringae は 50種類以上の病原型に分類される植物病原細菌で、それぞれの宿主に特異的な病徴を示
し重大な病害を引き起こす。これまでに P. syringae pv. tabaci 6605では、べん毛運動能、べん毛フラジェリンの
糖鎖修飾、菌体密度感知機構がその病原性に重要であることを明らかにしてきた。そこで、本菌の病原性を制御

する薬剤の候補を Maybridge 社のケミカルライブラリーHitFinder から検索した。約 10000 種の化合物について、
フラジェリンの糖鎖修飾、べん毛合成能、運動能、本菌の菌体密度感知分子であるアシルホモセリンラクトン

(AHL)合成能などに対する阻害活性を解析した。その結果、べん毛合成能、運動能、AHL合成能などを阻害する
化合物を数種見いだした。これらの化合物あるいはその類縁化合物を基に、殺菌効果ではなく、病原性を抑制す

る静菌性農薬の開発が期待される。 
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